
こんにちは！あけぼの通信です。今月 7月号
は新型コロナウイルス感染拡大の影響によっ
て、半ば強制的に推し進められたリモートワー
クでの働き方についてお話します。
リモートワークは一時的な対処策ではなく、半
永続的に付き合い続ける新しい働き方と捉え
る見方が強まっています。

ただ、リモートワークに関しては様々な不安要
素があると企業の方はよく言います。

「従業員がちゃんと働いているかわからない」
「顔と顔を合わせないと信頼関係が醸成できな
いのではないか」。
このように、対面ではないと協業ができないと
いう現場からの声が多いことは確かでしょう。

実は研究によると、この問題については、多く
のことがわかっています。ホワイトカラーの仕
事で重要視されている働きぶりを評価する指
標には、信頼関係の醸成や帰属意識、仕事へ
のエンゲージメントなどがあります。

こうした指標のほとんどにおいて、職場の仲間
全員が遠隔にいる状態で働いていても、 優れ
た効果を生み出すことができるという研究結果
がでています。

つまり、確率論的には、ホワイトカラーの業務
はリモートワークでも問題ないということなので
す。

ただ、実際にリモートワークで成果を出せる組
織には注意点が3点あります。

この3点さえ、満たしていれば、リモートワーク
で組織に成果を出させることは可能だというこ
とです。
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リモートでも社員が夢中で仕事をするようになる。 
アフターコロナの仕事術

まず、1点目は、「管理ではなくマネジメント
がされていることです。」
そのままマネジメントという英単語を直訳す
ると、管理という意味もあるのですが、実
は、ビジネス的には、意味合いが全く異なり
ます。

「管理」とは、働いている状態を逐一監視す
る状態を維持することです。これに対し 「マ
ネジメント」は上司が部下の自主性を重ん
じ、やり方を任せ、業務運営を行うもので
す。
これを実現するためには、管理職がマネジ
メントに関する理論や知識を十分に身に付
け、優れたコーチとして部下と接し、他者を
尊重し、多様性を受け入れられるなどの素
養が必要です。

2点目は、「メンバーがプロフェッショナルで
あること」です。
仕事やタスクを依頼したとき、定められた期
限までに確実に成果物が届けられるという
信頼性が担保されていない状態で、メン
バー全員が遠隔で仕事をすることは難しい
ものです。新人社員や、まだ入社して日が
浅い社員のリモートワークは難しいでしょ
う。

3点目は、異なる文脈にいる相手（別組織
や異業種などの方）ともコミュニケーション
を円滑にとれるかということです。 リモート
ワークですと、話さなくてもわかるというコ
ミュニケーション（いわゆる阿吽の呼吸）は
ほとんど機能しません。
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目標設定理論という学術研究にもあるように、
「チャレンジングかつ具体的な目標設定」によ
り人のモチベーションは高まっていくため、 在
宅勤務においてもモチベーションを維持する仕
掛けをつくることもできます。

（２）各個人の成果を定量化
次に、生産性を管理し、目標の達成度合いを
測るため、各個人の成果を定量化していきま
す。

作業に集中すること自体が目的になりやすい
環境 においては、ウィークリーやデイリーな
ど、できるだけ細かい単位で測れるよう設計す
ることが望ましいです。
細かい単位で成果が測れない目標について
は、「行動量」や「アウトプットの回数」などを指
標に置くこともひとつの手です  。
例：架電数、社内報発信数

（３）上司と部下との 1on1によって定点観測
定量化した成果を週次や日次の 1on1で定点
観測し、従業員が業務に問題を抱えているよ
うであれば状況や課題をヒアリングし、素早い
解決に動きましょう。

頻度については、毎日実施するようであれば 1
日10〜15分程度、週次であれば 30~45分程
度など、回数に応じて調節することが望ましい
でしょう。

いかがだったでしょうか？ぜひ、あなたの社内
のマネジメントに生かしてみてくださいね！今
月もありがとうございました！

顔を合わせなくても直感的に理解できるよう
に、かみ砕いたコミュニケーションがとれるか
ということが重要なのです。

これら3つに共通するのは、リモートワークが
決まってから、突然やろうと思ってもできない
ということです。

リモートワークを成功させるためには、管理
職のマネジメント手法や部署内のコミュニ
ケーション、構成員のキャリアなど、事前に
組織体制が整備されていないと機能しにくい
のです。リモートワークで組織が成果を出す
には、事前の準備が不可欠です。

リモートワークにおける
マネジメントのポイント
さて、ではどうすればリモートワークで社内を
うまくマネジメントできるのでしょうか？そこ
で、重要なのが
業務の生産性を定量的に計測をすることで
す。

業務の生産性を定量的に計測
これまでマネージャーは部下の仕事の様子
を視認し、業務状況や生産性を管理できて
いました。

しかし、業務環境が離れることで従業員の業
務状況・生産性を定量的かつ  定期的に測る
必要性が発生しています。
では、どのように管理すればいいのでしょう
か？
その方法を順序立てて見ていきましょう。

（１）会社の目標を明確にし、各組織・時間軸
へ落とし込んでいく

会社としての目標（例：年間売上 X億円）を明
確にし、各組織が持つ機能から会社目標を
達成するためのミッションに落とし込み、さら
に年間→半期…とできるだけ詳細に細分化
し、部や課といったチームの目標  、そして個
人目標にまで落とし込んでいくのがよいで
しょう。
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